アイプロだより（５）

座談会　「アイプロは語る」

参加：アイ・プロジェクト メンバー

岩崎、加藤、大澤、武藤、江口、大須賀、内田、永田、笹井、牧野、川村（司会）

（順不同敬称略）

司会）このたびアイプロは半年間の活動を終えました。

アイプロをはじめた目的は、「教拡」について、委員の皆さんが忌憚のない意見交換をすることにあります。委員が意見交換する場が殆どない現状で、毎月メールを利用してアンケートを出し回答いただく方式を５ヶ月間やってきました。メールをお持ちでない方には、計２回の郵送で回答をいただきました。

　結果、アンケート１回あたり、４８人の委員が回答していただきました。そして２４３件に及ぶ意見･アイデアをいただきました。

　これらは全て、アイプロ･ホープページに掲載していますので、ご覧ください。

　今日は、アイプロ活動に携わってきたアイプロメンバーの皆さんに、これまでを振り返って大いに語っていただこうと思います。

　先ず、アイプロができたいきさつあたりについて、当時組織部長をやっておられた大須賀さんからお願いします。
大須賀）当時、私は組織部長として、５年ほど前から、支部長さんたちと、支部を活性化するにはどうすればよいかを、アンケートなどを基に考えてきました。そして結局のところ、会員を増やすこと、すなわち教拡が最重要な課題である、ということになったのです。

１９年秋の定時委員会で、ちょうど組織問題が遡上にのぼり、組織小委員会を立ち上げて、具体的にどのように動くかを検討してきたのですが、先ずは、教拡についての意見交換からはじめよう、ということになり、アイプロがたちあがったのです

司会）こうしてアイプロがはじまったのですが、最初は、アンケートに委員の皆さんのご協力がいただけるかどうか心配でしたね。

それでは、皆さんの意見・感想をお聞きしたいのですが。先ずは大澤さん

大澤）「教拡」はこれまでの委員長がそれぞれ、もっとも重要な方針にあげてこられました。内部教拡とか外部教拡といってやってきたが、なかなか成果が上がらないのはそれだけ難しいということだ、と思います。そんな折、どうしたらよいかを委員の皆さんで知恵を出し合う機会ができたことは非常に良かったと思います。

今回のアンケート方式の特徴はメールを利用したことです。質問・回答・整理・報告が１ヶ月の間にできてしまうので、回答したほうも結果を早く見ることができ、参加意識が高まる。このクイック・レスポンスが第一の特徴だと思います。

それと、アイプロの持っている情報はすべてホームページにオープンにしていることも大きな特徴です。他から見られたら具合が悪いのではという意見もあるようですが、悪用される危険性より、お互いの忌憚のない意見を見ることができるメリットのほうを重視すべきでしょう。

加藤）惟神会の収入は、ここ数年で８千万円から６千万円規模になってしまっており、この傾向は、このままのペースでいくと、現在やっている催しや祭事などの活動を大幅に縮小せざるを得なくなる。教拡を放棄しては、明日の惟神会はありません。

この惟神会は、委員長がやってくれるだろうとか支部長がやってくれるだろう、と他に依存する考え方では、よくなっていかないと思う、委員は委員としての役割を、会員は会員の役割を果たすことが惟神会全体の伸びにつながっていくと思っています。

だから今回、委員の皆さんが参加し、意見を述べ合う機会ができたことは非常に良いことです。そしてアンケートから、次の一つの方向が見えてきました。全員参加の方向です。是非これを前向きに実現していきたいと思っています。

司会）アンケートでは、当初の予想以上に活発な意見が交わされ、良いアイデアが出ました。ざっと紹介していただけますか

大須賀）ではアンケート結果から見ていきましょうか

先ず、委員の殆ど（９５％）が、現惟神会に危機感を持っています。これは後継者が育たないとか会員が減少しているとかの理由がありますが、一言で言えば「教拡」ができていない。教拡の兆しがみえてこない、というところからくる危機感です。

今回のアンケートで、これまで何となく思ってきたことが数字として出てきたことの意味は大きい、かつ忌憚のない多くの意見がでてきたので、これからこれを整理して何を取り上げていくかが大事なポイントになります。

　意見に出ているように、対象を委員だけでなく全員参加へ持っていく、もっと広げることによって、惟神会全体の意識を変えていきたいですね。大げさな言葉を使えば意識革命。

教拡は、これまで個人任せでありすぎたが、本部組織を核として戦略的・組織的に行っていかねばならないという意見も多かった（７５％）。

もう一つ別の観点から方向が出ています。「すそ野を広げる」（９０％）、「外部への提言や主張をしていくべき」（８５％）のように、惟神会の外部に目を向けよう、外部に発信しよう、という意見です。

岩崎）そうですね。従来の数十年の惟神会の姿勢を振り返ると、内部（惟神会員）だけで固まって、外部に目を向ける事が少なかったように思います。これは一種の鎖国状態であったわけで、やはり外にも目を向け、外の状態を認識しながら、惟神会の事もアピールしていく事が必要だと思います。大多数委員がこのように考えられていることに改めて心を強くしました。

司会）意見・アイデアが多く出ていましたが、これはどうですか。

武藤）２４３件の意見･アイデアが出てきたことに正直喜んでいます。これまで定時委員会において度々、意見やアイデアはありませんか、とか提言してください、とか委員長や司会者から言われてきたが結局、意見は殆ど出てこなかったのが現実です。

それが今回このように意見が多く出てきたことに、先ずはアイプロの意義があったと思います。

惟神会の活動は大きく分けて、祭事と教義とに分かれると思うのですが、祭事に関する意見は殆どなかったですね。祭事は年間行事をきちんとこなしているし、よくやっていると見て良いのでしょうか。意見は教義関係に集中したようです。

「四魂具足」といった惟神会的言葉は、一般の人に伝わりにくい、もう少し生活に密着した言葉や表現を使えないか、といった表現方法にかんするもの。信仰の話に偏りすぎて、生活にかかわる悩みや生き方といった話が少なすぎる、といった意見が多かったように思います。

司会）体制への意見はどうでしたか

大須賀）いろいろ出ていましたが、インフラの必要性についての意見が多かったように思います。

一つは、新規入会用のインフラを作ることです。どういうことかというと、一般の人に惟神会をお勧めするときに、何をどのようにお話すればよいのか、各種質問に対しどのようにお応えすればよいのか、あるいは惟神会用語を出来るだけ使わずに、惟神会のことを分かりやすく紹介するにはどのようにすればよいか、などをマニュアルというか、雛形を整備することです。

二つ目は、入会を決めた人に、入会手続きからはじまって氏神・祖霊奉斎、祭事･教義のご指導などのフォロー体制を作っておく必要がある。

こうしたインフラを作ることが必要だ、でないと現状のままでは、入会しても間もなく退会するのでは、というという意見です。

笹井）２０数年前は月例祭にしても子供会にしても総てにおいて非常に活気があって明るかったように記憶しているが、今の惟神会もこういう状態に早く戻したい。そのためには加藤さんが言われるように、希望のある方向性を示し、全員参加でその方向に向き、少しずつでも前進していると自覚すれば、希望のある明るい雰囲気になっていくのではないでしょうか。

司会）牧野さんは真面目な意見を多く出していただきました。今回のアンケートをどのようにみておられますか。

牧野）第一回目のアンケートで「３年後には具体的な教拡活動に入るべき」と答えておきながら、自分でも矛盾したことを言っているなと思う事もありましたが、沢山の発言を取りまとめて下さった事務局の皆様にお礼申し上げます。

今回は川村様からの問いかけに対して皆さんが答えるという形でしたが、それだけでもこれだけ沢山のご意見が出されたわけで、まずは大成功だったのではないでしょうか。

私的には特に、普段お会いすることの少ない遠地の方とも踏み込んだ意見交換ができたことが本当に貴重な経験だったと思います。

笹井さんが昔の惟神会のことをお話しになりましたが、私も、昔感じた朗らかな明るい雰囲気と可能性をこのアイプロに感じました。この流れが惟神会を包んでゆくようになると、もっと素晴らしいことになるのではないでしょうか。
司会）永田さんは、アイプロ会議でもいろいろ建設的な意見を出してもらい、それらは殆ど採用させていただいています。これから、どのようにもっていけばよいと考えますか。

永田）惟神会のことを一般の人に理解してもらうことは難しい、と思っています。「身近に感じること」「自分が今までやってきたこと」などをうまく伝えていくのが教拡の第一歩だと思います。信仰を前面に出す、というより生活を前面に出すほうが良いと思います。

そしてシンプルな形でまとめあげるべきです。惟神会はいうべきことが多く、一般の人から見ると複雑であると思います。

そして大切なことは、全員参加です。全員が参加して一つの方向に向かうと、個々の力は小さくても、全体としては大きな力になるものと思います。

司会）内田さんは、総合的に物事を見る力も持っておられて、それが我々に大きく寄与して来ています。今回のアンケートを振り返っての感想は？

内田）思った以上に、委員の人たちの意識が高まったのではないかと思っています。今後さらにモチベーションをあげ続けていくためにもアンケートを続けていくべきだといます。５５名の委員のモチベーションをあげ続けることが当面の使命だと思ってよいのではないでしょうか。

　委員が前向きに立ち上がると、惟神会も大きな力になってきます。

それとこのアンケートを、会員とかその家族にまで広げていくことに賛成です。全員参加という言葉が出ていましたが、それです。こうした活動に国教も大いに利用するべきでしょう。

岩崎）そうですね。国教をもっと活用するべきでしょう。今惟神会で、国教は一番確実な情報伝達手段ですから。
アンケートの質問を国教で行っても良いし、特に全員参加となれば、一部の人しか使えないホームページにはない利点があるでしょう。
今回はメールとインターネットを使って毎月、質問・回答・整理・報告のサイクルを回してきましたが、これは頑張れば、国教を使ってもできます。
国教とインターネットをうまく組み合わせれば、効果的な全員参加システムができるのではないでしょうか。
司会）さて、アイプロは次に何をするのかについて触れておきたいと思います。
次は、アンケートで高い支持を得ている「すそ野を広げる」「惟神会外部に目を向け、提言や主張をしていくべき」を採り上げ、その目的とするところの具体化に挑戦したいと考えています。特に注力したいことは、

　第一に、 これまでやってきたアンケート方式を踏襲するが、国教を使うなどもう少し拡張したいと考えています。
第二に、会員の全員参加。委員だけでなく会員、家族、お年寄り、女性、若者など対象を広げたい。

第三に、アンケートの内容は、「生活に身近なテーマ」。例えば、個人の問題で、介護、もったいない、子育て、いじめ、生き方、嫁姑、死、・・・。社会問題で、家庭のあり方、教育、資源枯渇、官民癒着、・・・、などを皆で一緒に考えたいと思っています。

また委員長講演での話なども取り入れ、委員長と会員の距離を一層身近なものにしたいと考えています。

第四に、 支部座談会などでわいわいやってもらうのもよいし、家族でやってもらうのもよい。そうしたテーマをうまく選ぶことがキーポイントだと思っています。
　アイプロメンバーは、現メンバーは引き継ぎますが、一緒にやろうと思ってくださる有志、大歓迎です。

笹井）今回のような活動は、男性だけでなく女性も多く入るべきだ。人間は男性と女性しかいないから、女性の力を活用しないということは人間の力を半分しか活用しないということになり、多大な損をしていることになっていると思う。
江口）その通りです。特に生活に密着したテーマになると、女性の力が必要です。女性は男性と違った特色を持っています。生活に根ざした生き方をしているし、生活にかかわる感覚は鋭いものがあります。また行動力もあるし、女性の活用方法をもっと考えるべきでしょう。

そういう意味からも、全員参加はそれでよいのですが、女性のモチベーションをどのように高めていくかが、大事なポイントだと思います。

司会）さてアイプロの活動について語ってきたわけですが、「教拡」といってもアイプロが手がけられるのは、「教拡」テーマのうちのほんの一つです。

「教拡」は、具体的な対策と強力な実行が必要であり、まさに惟神会の総力をあげて取り組まねばならない緊急課題です。委員長をはじめ幹部の方々、よろしくお願いいたします。

最後に、いつもアイプロのムードを盛り上げてくださる大澤さん、我々が次に挑戦しようとしている「すそ野を広げる」について一言お願いしたいのですが。

大澤）「すそ野を広げる」ということは「四魂具足を目指して生きる」人の輪を広げる事です。
今まで閉ざされていた人たちの心の扉を少しずつ開けて行くのですよ。一気に理解して頂き会員に加入しなんて、私は想定していません。

出逢いの場を広げ、仲間意識を持って頂きその接点から指導するのが「真の教拡」と考えています。

ともすれば我々は余りにも「世間づれ」していませんか？惟神会の枠の中が「世間離れ」し、我々の世界がどんな世界より最高峰の位置にいると、誤解していないだろうか？

もっと相手の懐に飛び込むぐらいの｢心情」を抱かなければならないでしょう。

「出逢いそして感動」
人間を動かし　人間を変えていくのは
難しい理論や　理屈じゃないんだな
感動が人間を動かし
出逢いが人間を変えていくんだな　　

（あいだみつを）
このような気持ちが大切だと思いますよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加藤）次のステップがうまく進むか途中で挫折するかは、委員皆さんのご協力次第だと考えています。委員の皆さんは、周囲に働きかけ、一緒にムードを盛り上げていただきたい、切にお願いします。

司会）本日はどうも有り難うございました。

以上

　
PAGE  
1

